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［成果情報名］小型脱穀機を使ったビール大麦における剥皮粒検定法

［要約］試験用小型脱穀機を用い、扱き胴回転数1000rpm、脱穀時間5秒を１回として3～4

回と脱穀回数を変えることで2回の脱穀では判別できない剥皮粒耐性品種の選抜が可能で

ある。また、穀皮の貼付きの良い品種では剥皮粒の発生が少ない。
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［背景・ねらい］

ビール大麦の外観品質や検査等級を低下させる要因として、側面裂皮粒、凸腹粒および

剥皮粒等の被害粒の発生がある。側面裂皮粒と凸腹粒については発生要因と選抜法を明ら

かにし、抵抗性品種を育成した。しかし、剥皮粒では常法となる検定法はなく、また穀皮

の貼付きやしわの多少等その形態的違いが剥皮粒発生に及ぼす影響は不明である。

そこで、剥皮粒検定法を開発し、穀皮形態の違いと剥皮粒発生との関係を明らかにする。

［成果の内容・特徴］

１．１個体のビール大麦と試験用小型脱穀機（白川農機具製作所製Ｒ７型）を用い、扱き

胴回転数1000rpm、脱穀時間5秒を１回とし、脱穀回数２回、３回、４回と増やすにつれ

て、品種の剥皮粒発生程度が変化し、発生程度極微の品種数が減少し、少、中、多、甚

が増加する（図１ 。）

２．脱穀回数を変えると、品種の剥皮粒発生程度は、回数に関係なく剥皮の発生が安定し

て少ないもの（ａタイプ 、回数が増えるにしたがって剥皮の増加するもの（ｂタイ）

プ）および回数が少ない段階から剥皮の多いもの（ｃタイプ）の3つに分類でき、ａタ

イプを選抜することにより剥皮粒抵抗性系統の育成が可能である（図２ 。）

３．穀皮の貼付きの良い品種では、剥皮粒の発生が少ない傾向にある（図３ 。）

[成果の活用面・留意点]

１．耐性系統の選抜にあたっては穀皮の貼付きで１次選抜を行い、さらに４回脱穀で剥皮

程度を検定することが効果的である。

２．側面裂皮粒および凸腹粒の検定法とあわせて、 剥皮粒の検定法を活用することで、

これら３つの被害粒に耐性のある品種を育成できる。
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図2.脱穀回数の違いによる剥皮粒発生パターン
注) 1.(　)内は全品種数に占める割合
    2.タイプの分類は，ａタイプ：4回脱穀しても剥皮粒発生程度が少以下
      のもの，ｂタイプ：剥皮粒発生程度が2回脱穀では少以下、かつ4回脱穀で
      は中以上のもの，ｃタイプ：剥皮粒発生程度が2回脱穀で中以上のもの．

図1　脱穀回数の違いによる剥皮粒発生程度の変化
注）1.図中の数字は各脱穀回数により評価した発生程度別品種割
      合を示す．
    2.品種数は840品種
    3.剥皮粒発生程度は極微(0～1%)、少(1～10%)、中(10～
      25%)、多(25～50%)、甚(50%以上)
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図4．穀皮の貼付きと剥皮粒発生程度との関係
注）1.図中のｎは品種数
　　2.品種割合は各剥皮粒発生程度における穀皮の貼付き別品種
　　　割合
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